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氏名 横山 麻衣 




学位論文等題目 〈論文〉 過剰なざわめき 
 〈作品〉 過剰なざわめき 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） ミヒャエル シュナイダー 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 三井田 盛一郎 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 齋藤 芽生 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  











































































































































































    
 
となる。パターンは作品全体を通じて繰り返され、絨毯の姿と直接的に繋がる。パターンのディテール
はそれぞれ大きく異なっており、作品には情報のレイヤーが他にも織り込まれていることを見せている。
近くから観察すると円形の中には実際の空間が描かれており、線と正方形がこれらの場所を結んでいて、
東京の銀座エリアを表象していることが明らかになる。像の中の無数のディテールは、私たちに描かれ
た場所の特徴を理解させ、そして構造、個々人、好奇心の実際のところの複雑さ、そしてこれらが交錯
する賑わいのある都市の実体を感じさせてくれる。 
像（イメージ）は、実在する場所を通って地図を示す絨毯となる。その一方で私たちは、慎重な簡略
化と構造的な複雑さを通って作品の中に入ることができる。同時に、場所の現実を感じる機会が与えら
れている。絵であわらしたものと、そしてそれについてコミュニケーションをとることを可能にする、
抽象的な記号の中に実存を図式化することは、博士展の作品が達成したことの一つである。 
横山の芸術作品と論文は一つの単位を構成しており、それは本研究が、さらなる探求の継続と作品の
発展、そしてそれを通して得る多様な観点についての深い洞察が可能となるような仕事であると、私た
ちに受け入れさせ、認めさせるものである。 
 
